
 

 

 

 

 

自分の一歩   

              宮沢 章二 

いま わたしの踏みしめる一歩は 

だれか他の人の一歩ではない 

わたしの足が地上に刻む一歩は 

いつでも わたし自身の一歩なのだ 

 

他の人より一歩先を歩くからといって 

他の人より優れているとは限らない 

他の人より一歩後を歩くからといって 

他の人より劣っているとは限らない 

 

自分の目標を定めて歩き出したのだから 

自分の一歩をしっかりと信じて進もう 

――その決意が 最後まで歩く力を生む 

 

出発点には 〈人生〉 など まだない 

到着点にこそ わが 〈人生〉 はあるのだ 

歩きつづけ生きぬいた尊い証明として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般選抜の懇談会が今日で終わりますが、心は決まりましたか！ 
 

◆AC ジャパンの 2011 年東日本大震災キャンペーン CM に使用された宮沢 章二（1919 年

6 月 11 日 - 2005 年 3 月 11 日）の詩『行為の意味』とその一節、「思いは見えないけれ

ど、思いやりは見える」を No160 で紹介したが、今日は、「自分の一歩」を紹介しておき

ます。 

 

◆埼玉県羽生市出身。東京府立高等学校、東京大学文学部美学科卒業。埼玉県立不動岡

高等学校の教諭時代に、疎開で加須市に住んでいた作曲家の下総皖一と出会ったことか

ら、詩人・作詞家として活動を開始。 

 

◆校歌や合唱曲、童謡などの作詞を多数手がけた。特に校歌は埼玉県内を中心に 300 校

以上にのぼる。『ジングルベル』の訳詞者としても知られる。 

  夢と勇気と優しさと 2022・02・18（金）Vol.168 
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 必ず、この緑色のプリントを保護者に手渡すこと!! 


